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　「豊富な知識がなくても、おもてなしの心を持っ
て誠意あるガイドができれば」と笑顔で話す後藤
榮
さかえ

会長。本年４月、東和町米川地域に「米川ガイド
の会」が発足した。会員は、地元住民を中心に20
～70歳代の20人ほど。米川で開かれるイベント
などで地域の歴史や文化を紹介している。
　後藤会長は以前、市のおもてなし推進委員とし
て同様の活動をしていたが、今年の「米川の水かぶ
り」で地域おこし協力隊が企画した「米川ボラン
ティアガイド」として活動。その後、協力隊を含む
有志らとともに、組織として設立した。
　地域行事はそのエリアの人たちが、使命感を持
ち開催してきたが、過疎化に伴う後継者不足が課
題だった。行事の由来を知る人も少なくなってき

た今、廃れてしまわないように、地域の枠を超えて
組織的に対応し、それぞれの行事や祭りを支援し
たり、情報発信をして観光客を呼び込んだりでき
る場を目指す。これまでに華

け

足
そく

寺
じ

例大祭やキリシ
タンの里まつりなどでのガイド、史跡周辺の環境
整備や研修会で地域の魅力を再確認して共有して
いる。
　「継承していくことは、そこに住む人の使命だと
思います。その意味では地域の歴史、文化を子や孫
に伝えることが第一歩かもしれません。観光分野
は華やかに見えて、受け入れ側は地道な努力の連
続。設立したての会ですが、裾野を広げ、後世へつ
ないでいければ」―。地域ガイド、後世への継承、情
報発信。新たな地域づくり活動が米川で始まった。
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米川ガイドの会
おもてなしの心で、誠意あるガイドを目指す

地域の歴史や文化を後世へ


